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女性における全人工股関節置換術後の静的立位中の足底振動刺激の即時効果＊

論文内容の要旨

全人工股関節置換術は変形性股関節症の痛みや股関節可動域制限による日常生活

動作制限を改善させるための手術である。術後の問題として手術により， 下肢の体性感

覚による姿勢制御が低下し，視覚に依存した姿勢制御戦略となる。視覚に依存すること

で、バランス機能が低下し，歩行機能の低下や転倒の原因の一つになることが問題とな

っている。つまり，視覚に依存した姿勢制御戦略を体性感覚優位となる姿勢制御戦略

へ変化させることができれば，バランス機能が改善する可能性がある。 本論文では、こ

の問題に対して，全人工股関節置換術後患者に対して足底振動刺激による感覚入力

を行うことで，下肢の体性感覚を刺激し，視覚に依存した姿勢制御を減少させ，体性感

覚優位となる姿勢制御戦略へ変化させるかを検討した。全人工股関節置換術後患者

は先行研究同様に開眼での総軌跡長、前後・左右軌跡長が増加し，視覚に依存した姿

勢制御戦略で、あることが明らかとなった。さらに疑似足底振動刺激介入では開眼，閉眼

における重心動揺試験の総軌跡長、前後・左右軌跡長は変化しなかったが，足底振動

刺激介入では閉眼における重心動揺試験の総軌跡長、前後・左右軌跡長が減少した。

閉眼での総軌跡長、前後・左右軌跡長の減少は視覚に依存した姿勢制御の減少を示

し，体性感覚優位となる姿勢制御戦略へ変化したことを示す。これらの結果より，全人

工股関節置換術後患者の視覚に依存した姿勢制御戦略を足底振動刺激は体性感覚

優位の姿勢制御戦略へ変化させることが明らかとなった。この結果から足底振動刺激

が全人工股関節置換術後患者に対する新たなリハビリテーション介入のーっとなる可

能性が示唆された。


